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現行計画 【平成25年11月】 改定計画 【平成28年3月】 備考

『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』の変更について

『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』の変更について 

 

 

 館山市洲崎から旧江戸川河口の都県境までの海岸は、平成 16 年 8 月に定めた『東京湾沿岸海岸保全基本計画

［千葉県区間］』（以下、「本計画」という。）に基づき、侵食、高波及び高潮に対する施設整備を進めており、海岸

保全施設の天端高等の計画条件は、高潮や高波に対する防護機能の確保に主眼をおいていた。 

 一方、津波については、来襲の実績、津波の浸入や遡上を抑制する盾となる砂丘や松林などの自然の防災機能、

及び予想される津波被害の想定など、津波対策に関する調査・検討を推進しその周知を図り、地域における避難

体制・安全情報伝達などを支援していくものとしていた。 

 しかし、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震に起因する津波により、千葉県では、千葉東沿

岸で甚大な被害が発生し、東京湾沿岸にも津波が浸入するなど、津波からの防護に関し、見直しの必要性が生じ

た。さらに、この大震災を契機に実施された様々な調査、検討成果から、津波の実態や被害に関する新たな知見や

津波防災への考え方が提示された。 

 

 以上を踏まえ、『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』における防護の考え方（津波に対する防護水準

等）を見直し、本計画を変更するものである。 

『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』の変更について 

 

≪平成 25 年 11 月 変更≫ 

 館山市洲崎から旧江戸川河口の都県境までの海岸は、平成 16 年 8 月に定めた『東京湾沿岸海岸保全基本計画

［千葉県区間］』（以下、「本計画」という。）に基づき、侵食、高波及び高潮に対する施設整備を進めており、海岸

保全施設の天端高等の計画条件は、高潮や高波に対する防護機能の確保に主眼をおいていた。 

 一方、津波については、来襲の実績、津波の浸入や遡上を抑制する盾となる砂丘や松林などの自然の防災機能、

及び予想される津波被害の想定など、津波対策に関する調査・検討を推進しその周知を図り、地域における避難

体制・安全情報伝達などを支援していくものとしていた。 

 しかし、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震に起因する津波により、千葉県では、千葉東沿

岸で甚大な被害が発生し、東京湾沿岸にも津波が浸入するなど、津波からの防護に関し、見直しの必要性が生じ

た。さらに、この大震災を契機に実施された様々な調査、検討成果から、津波の実態や被害に関する新たな知見や

津波防災への考え方が提示された。 

 

 以上を踏まえ、『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』における防護の考え方（津波に対する防護水準

等）を見直し、本計画を変更するものであるした。 

 

 

≪平成 28 年 月 変更≫ 

大規模な津波、高潮等に備える海岸における防災・減災対策の強化、海岸保全施設の老朽化への早急な対策な

どの必要性の高まりを背景に、平成 26 年 6 月に海岸法の一部が改正され、減災機能を有する堤防等の海岸保全施

設への位置づけや水門・陸閘等の操作規則等の策定、海岸保全施設の維持・修繕の明確化などが追加された。 

さらに、平成 26 年 12 月に改定された海岸法施行令において、海岸保全基本計画に「海岸保全施設の維持又は

修繕に関する事項」を定めることが明確化され、国が平成 27 年 2 月に海岸保全基本方針を変更したことから、計

画変更を行うものである。 

『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』の変更について 

 

 

 館山市洲崎から旧江戸川河口の都県境までの海岸は、平成 16 年 8 月に定めた『東京湾沿岸海岸保全基本計画

［千葉県区間］』（以下、「本計画」という。）に基づき、侵食、高波及び高潮に対する施設整備を進めており、海岸

保全施設の天端高等の計画条件は、高潮や高波に対する防護機能の確保に主眼をおいていた。 

 一方、津波については、来襲の実績、津波の浸入や遡上を抑制する盾となる砂丘や松林などの自然の防災機能、

及び予想される津波被害の想定など、津波対策に関する調査・検討を推進しその周知を図り、地域における避難

体制・安全情報伝達などを支援していくものとしていた。 

 しかし、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震に起因する津波により、千葉県では、千葉東沿

岸で甚大な被害が発生し、東京湾沿岸にも津波が浸入するなど、津波からの防護に関し、見直しの必要性が生じ

た。さらに、この大震災を契機に実施された様々な調査、検討成果から、津波の実態や被害に関する新たな知見や

津波防災への考え方が提示された。 

 

 以上を踏まえ、『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』における防護の考え方（津波に対する防護水準

等）を見直し、本計画を変更するものである。 

『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』の変更について 

 

≪平成 25 年 11 月 変更≫ 

 館山市洲崎から旧江戸川河口の都県境までの海岸は、平成 16 年 8 月に定めた『東京湾沿岸海岸保全基本計画

［千葉県区間］』（以下、「本計画」という。）に基づき、侵食、高波及び高潮に対する施設整備を進めており、海岸

保全施設の天端高等の計画条件は、高潮や高波に対する防護機能の確保に主眼をおいていた。 

 一方、津波については、来襲の実績、津波の浸入や遡上を抑制する盾となる砂丘や松林などの自然の防災機能、

及び予想される津波被害の想定など、津波対策に関する調査・検討を推進しその周知を図り、地域における避難

体制・安全情報伝達などを支援していくものとしていた。 

 しかし、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震に起因する津波により、千葉県では、千葉東沿

岸で甚大な被害が発生し、東京湾沿岸にも津波が浸入するなど、津波からの防護に関し、見直しの必要性が生じ

た。さらに、この大震災を契機に実施された様々な調査、検討成果から、津波の実態や被害に関する新たな知見や

津波防災への考え方が提示された。 

 

 以上を踏まえ、『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』における防護の考え方（津波に対する防護水準

等）を見直し、本計画を変更するものであるした。 

 

 

≪平成 28 年 月 変更≫ 

大規模な津波、高潮等に備える海岸における防災・減災対策の強化、海岸保全施設の老朽化への早急な対策な

どの必要性の高まりを背景に、平成 26 年 6 月に海岸法の一部が改正され、減災機能を有する堤防等の海岸保全施

設への位置づけや水門・陸閘等の操作規則等の策定、海岸保全施設の維持・修繕の明確化などが追加された。 

さらに、平成 26 年 12 月に改定された海岸法施行令において、海岸保全基本計画に「海岸保全施設の維持又は

修繕に関する事項」を定めることが明確化され、国が平成 27 年 2 月に海岸保全基本方針を変更したことから、計

画変更を行うものである。 

P.1-98

第１編　海岸の保全に関する基本的な事項
　 １．自然的及び社会的特性　１－４ 海岸の課題　（１）　防護に関する課題

『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』の変更について 

 

 

 館山市洲崎から旧江戸川河口の都県境までの海岸は、平成 16 年 8 月に定めた『東京湾沿岸海岸保全基本計画

［千葉県区間］』（以下、「本計画」という。）に基づき、侵食、高波及び高潮に対する施設整備を進めており、海岸

保全施設の天端高等の計画条件は、高潮や高波に対する防護機能の確保に主眼をおいていた。 

 一方、津波については、来襲の実績、津波の浸入や遡上を抑制する盾となる砂丘や松林などの自然の防災機能、

及び予想される津波被害の想定など、津波対策に関する調査・検討を推進しその周知を図り、地域における避難

体制・安全情報伝達などを支援していくものとしていた。 

 しかし、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震に起因する津波により、千葉県では、千葉東沿

岸で甚大な被害が発生し、東京湾沿岸にも津波が浸入するなど、津波からの防護に関し、見直しの必要性が生じ

た。さらに、この大震災を契機に実施された様々な調査、検討成果から、津波の実態や被害に関する新たな知見や

津波防災への考え方が提示された。 

 

 以上を踏まえ、『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』における防護の考え方（津波に対する防護水準

等）を見直し、本計画を変更するものである。 

『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』の変更について 

 

≪平成 25 年 11 月 変更≫ 

 館山市洲崎から旧江戸川河口の都県境までの海岸は、平成 16 年 8 月に定めた『東京湾沿岸海岸保全基本計画

［千葉県区間］』（以下、「本計画」という。）に基づき、侵食、高波及び高潮に対する施設整備を進めており、海岸

保全施設の天端高等の計画条件は、高潮や高波に対する防護機能の確保に主眼をおいていた。 

 一方、津波については、来襲の実績、津波の浸入や遡上を抑制する盾となる砂丘や松林などの自然の防災機能、

及び予想される津波被害の想定など、津波対策に関する調査・検討を推進しその周知を図り、地域における避難

体制・安全情報伝達などを支援していくものとしていた。 

 しかし、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震に起因する津波により、千葉県では、千葉東沿

岸で甚大な被害が発生し、東京湾沿岸にも津波が浸入するなど、津波からの防護に関し、見直しの必要性が生じ

た。さらに、この大震災を契機に実施された様々な調査、検討成果から、津波の実態や被害に関する新たな知見や

津波防災への考え方が提示された。 

 

 以上を踏まえ、『東京湾沿岸海岸保全基本計画［千葉県区間］』における防護の考え方（津波に対する防護水準

等）を見直し、本計画を変更するものであるした。 

 

 

≪平成 28 年 月 変更≫ 

大規模な津波、高潮等に備える海岸における防災・減災対策の強化、海岸保全施設の老朽化への早急な対策な

どの必要性の高まりを背景に、平成 26 年 6 月に海岸法の一部が改正され、減災機能を有する堤防等の海岸保全施

設への位置づけや水門・陸閘等の操作規則等の策定、海岸保全施設の維持・修繕の明確化などが追加された。 

さらに、平成 26 年 12 月に改定された海岸法施行令において、海岸保全基本計画に「海岸保全施設の維持又は

修繕に関する事項」を定めることが明確化され、国が平成 27 年 2 月に海岸保全基本方針を変更したことから、計

画変更を行うものである。 

５）海岸保全施設の機能向上 

 

千葉港海岸や木更津港海岸では、水門・排水機場・陸閘など台風来襲時に操作する必

要がある海岸保全施設が多く存在している。 

これらの施設の中には、老朽化が進行している施設等もあり、その機能維持・機能向

上が課題として位置付けられる。 

５）海岸保全施設の機能維持・機能向上 

 
千葉港海岸や木更津港海岸では、水門・排水機場・陸閘など台風来襲時に操作する必

要がある海岸保全施設が多く存在している。 

その他、既存の海岸保全施設これらの施設の中には、老朽化が進行していることから、

海岸の防護に支障が及ばないよう、いる施設等もあり、その将来を見据えた計画的、効

率的な機能維持・機能向上が課題として位置付けられる。 

５）海岸保全施設の機能向上 

 

千葉港海岸や木更津港海岸では、水門・排水機場・陸閘など台風来襲時に操作する必

要がある海岸保全施設が多く存在している。 

これらの施設の中には、老朽化が進行している施設等もあり、その機能維持・機能向

上が課題として位置付けられる。 

５）海岸保全施設の機能維持・機能向上 

 
千葉港海岸や木更津港海岸では、水門・排水機場・陸閘など台風来襲時に操作する必

要がある海岸保全施設が多く存在している。 

その他、既存の海岸保全施設これらの施設の中には、老朽化が進行していることから、

海岸の防護に支障が及ばないよう、いる施設等もあり、その将来を見据えた計画的、効

率的な機能維持・機能向上が課題として位置付けられる。 



現行計画 【平成25年11月】 改定計画 【平成28年3月】 備考

P.1-116

第１編　海岸の保全に関する基本的な事項
　 ２．海岸保全の目標　２－４　海岸保全の施策　（１）　防護に関する施策

２）既存海岸保全施設の機能の維持・向上 

 既に存在する堤防や護岸等の海岸保全施設については、耐震補強や液状化対策につい

て、順次対応していく。また、施設機能の適切な保持を図るため、老朽化等により再整

備が必要な施設については、維持補修を行うことより耐久性の向上を図る。 

 また、水門・排水機場・陸閘など津波や台風来襲時に操作を要する施設については、

機械・電気設備の更新と併せて、設備の機能維持・機能向上等を検討していく。 

 なお、低地帯を有する葛南地区については、施設の老朽化対策に加え、地震水害から

の防護の観点から、施設の耐震補強や液状化対策についても順次検討していく。 

  さらに、津波が来襲し、海岸堤防等の天端を越流した場合でも、海岸堤防等が破堤、

倒壊しにくく、また、海岸堤防が破壊、倒壊した場合でも施設の効果が粘り強く発揮さ

れるよう減災効果を目指した構造上の工夫に努める。 

第２編　海岸保全施設の整備に関する基本的な事項
　 １．施設整備について　１－１ 整備の基本方針

２）既存海岸保全施設の機能の維持・向上 

 既に存在する堤防や護岸等の海岸保全施設については、耐震補強や液状化対策につい

て、順次対応していく。また、施設機能の適切な保持を図るため、老朽化等により再整

備が必要な施設については、維持補修を行うことより耐久性の向上を図る。 

 また、水門・排水機場・陸閘など津波や台風来襲時に操作を要する施設については、

機械・電気設備の更新と併せて、設備の機能維持・機能向上等を検討していく。 

 なお、低地帯を有する葛南地区については、施設の老朽化対策に加え、地震水害から

の防護の観点から、施設の耐震補強や液状化対策についても順次検討していく。 

  さらに、津波が来襲し、海岸堤防等の天端を越流した場合でも、海岸堤防等が破堤、

倒壊しにくく、また、海岸堤防が破壊、倒壊した場合でも施設の効果が粘り強く発揮さ

れるよう減災効果を目指した構造上の工夫に努める。 

P.2-1

　 １．施設整備について　１－１ 整備の基本方針

２）既存海岸保全施設の機能の維持・向上 

 既に存在する堤防や護岸等の海岸保全施設については、耐震補強や液状化対策につい

て、順次対応していく。また、施設機能の適切な保持を図るため、老朽化等により再整

備が必要な施設については、維持補修を行うことより耐久性の向上を図る。 

 また、水門・排水機場・陸閘など津波や台風来襲時に操作を要する施設については、

機械・電気設備の更新と併せて、設備の機能維持・機能向上等を検討していく。 

 なお、低地帯を有する葛南地区については、施設の老朽化対策に加え、地震水害から

の防護の観点から、施設の耐震補強や液状化対策についても順次検討していく。 

  さらに、津波が来襲し、海岸堤防等の天端を越流した場合でも、海岸堤防等が破堤、

倒壊しにくく、また、海岸堤防が破壊、倒壊した場合でも施設の効果が粘り強く発揮さ

れるよう減災効果を目指した構造上の工夫に努める。 

① いつも安心して暮らせる海岸の整備（防護に関して） 

・高潮・波浪・津波による自然災害から背後地の安全性を確保することを目的に、現在実

施している海岸保全対策をより一層推進する。 
・富津岬以南の砂浜海岸や湾奥部の人工海浜など侵食が進行している海岸においては、離

岸堤や潜堤などの漂砂対策施設の整備と併せて、河川からの供給土砂も含め、広域的か

つ長期的な土砂収支の把握を行い、堆積箇所から侵食箇所へ砂を補給する等構造物によ

らない対策も今後検討していく。 
・葛南地域など低地帯を背後に有する海岸においては、地震水害からの防護を目的に、施

設の耐震性の強化を順次推進していく。特にゼロメートル地帯や埋め立てによる液状化

の恐れのある地帯などの危険性の高い地域においては、早期に老朽化・耐震対策を行っ

ていく。 
・既存の施設については、耐震補強や液状化対策について順次対応していく。また、施設

機能の適切な保持を図るため、老朽化等により再整備が必要な施設については、維持補

修を行うことにより耐久性の向上を図る。 
・津波に対する海岸保全施設等の整備にあたっては、住民等の生命・財産の保護や地域の

経済活動を安定化させるため、比較的発生頻度の高い（数十年から百数十年に一度程度）

一定程度の津波高に対して内陸への浸入を防ぐとともに、設計対象の津波高を超えた場

合でも施設の効果が粘り強く発揮できる構造の導入を図る。 
また、予想される被害の想定等に関する調査・検討を推進し、自然現象は、想定を超え

る可能性があることを十分に認識し、関係機関が連携し、継続的かつ定期的に、その周

知を図ると共に、地域における避難体制の拡充・安全情報伝達などの津波対策を支援し

ていく。 
・今後、自然の砂浜なども海岸保全施設と認められるようになるため、これらの防護面に

おける活用を検討していく。 
・周辺の環境や景観との調和、及び海洋性レクリエーション利用等との調和を図るため、

海岸保全施設の整備にあたっては、親水性に配慮した施設や柔構造を有する施設などの

新技術の導入について、今後検討していく。 

① いつも安心して暮らせる海岸の整備（防護に関して） 

・高潮・波浪・津波による自然災害から背後地の安全性を確保することを目的に、現在実

施している海岸保全対策をより一層推進する。 
・富津岬以南の砂浜海岸や湾奥部の人工海浜など侵食が進行している海岸においては、離

岸堤や潜堤などの漂砂対策施設の整備と併せて、河川からの供給土砂も含め、広域的か

つ長期的な土砂収支の把握を行い、堆積箇所から侵食箇所へ砂を補給する等構造物によ

らない対策も今後検討していく。 
・葛南地域など低地帯を背後に有する海岸においては、地震水害からの防護を目的に、施

設の耐震性の強化を順次推進していく。特にゼロメートル地帯や埋め立てによる液状化

の恐れのある地帯などの危険性の高い地域においては、早期に老朽化・耐震対策を行っ

ていく。 
・既存の施設については、耐震補強や液状化対策について順次対応していく。また、施設

機能の適切な保持を図るため、老朽化等により再整備が必要な施設については、維持補

修・更新を行うことにより耐久性の向上防護機能の確保を図る。 
・津波に対する海岸保全施設等の整備にあたっては、住民等の生命・財産の保護や地域の

経済活動を安定化させるため、比較的発生頻度の高い（数十年から百数十年に一度程度）

一定程度の津波高に対して内陸への浸入を防ぐとともに、設計対象の津波高を超えた場

合でも施設の効果が粘り強く発揮できる構造の導入を図る。 
また、予想される被害の想定等に関する調査・検討を推進し、自然現象は、想定を超え

る可能性があることを十分に認識し、関係機関が連携し、継続的かつ定期的に、その周

知を図ると共に、地域における避難体制の拡充・安全情報伝達などの津波対策を支援し

ていく。 
・今後、自然の砂浜なども海岸保全施設と認められるようになるため、これらの防護面に

おける活用を検討していく。 
・周辺の環境や景観との調和、及び海洋性レクリエーション利用等との調和を図るため、

海岸保全施設の整備にあたっては、親水性に配慮した施設や柔構造を有する施設などの

新技術の導入について、今後検討していく。 

① いつも安心して暮らせる海岸の整備（防護に関して） 

・高潮・波浪・津波による自然災害から背後地の安全性を確保することを目的に、現在実

施している海岸保全対策をより一層推進する。 
・富津岬以南の砂浜海岸や湾奥部の人工海浜など侵食が進行している海岸においては、離

岸堤や潜堤などの漂砂対策施設の整備と併せて、河川からの供給土砂も含め、広域的か

つ長期的な土砂収支の把握を行い、堆積箇所から侵食箇所へ砂を補給する等構造物によ

らない対策も今後検討していく。 
・葛南地域など低地帯を背後に有する海岸においては、地震水害からの防護を目的に、施

設の耐震性の強化を順次推進していく。特にゼロメートル地帯や埋め立てによる液状化

の恐れのある地帯などの危険性の高い地域においては、早期に老朽化・耐震対策を行っ

ていく。 
・既存の施設については、耐震補強や液状化対策について順次対応していく。また、施設

機能の適切な保持を図るため、老朽化等により再整備が必要な施設については、維持補

修を行うことにより耐久性の向上を図る。 
・津波に対する海岸保全施設等の整備にあたっては、住民等の生命・財産の保護や地域の

経済活動を安定化させるため、比較的発生頻度の高い（数十年から百数十年に一度程度）

一定程度の津波高に対して内陸への浸入を防ぐとともに、設計対象の津波高を超えた場

合でも施設の効果が粘り強く発揮できる構造の導入を図る。 
また、予想される被害の想定等に関する調査・検討を推進し、自然現象は、想定を超え

る可能性があることを十分に認識し、関係機関が連携し、継続的かつ定期的に、その周

知を図ると共に、地域における避難体制の拡充・安全情報伝達などの津波対策を支援し

ていく。 
・今後、自然の砂浜なども海岸保全施設と認められるようになるため、これらの防護面に

おける活用を検討していく。 
・周辺の環境や景観との調和、及び海洋性レクリエーション利用等との調和を図るため、

海岸保全施設の整備にあたっては、親水性に配慮した施設や柔構造を有する施設などの

新技術の導入について、今後検討していく。 
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岸堤や潜堤などの漂砂対策施設の整備と併せて、河川からの供給土砂も含め、広域的か

つ長期的な土砂収支の把握を行い、堆積箇所から侵食箇所へ砂を補給する等構造物によ
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設の耐震性の強化を順次推進していく。特にゼロメートル地帯や埋め立てによる液状化

の恐れのある地帯などの危険性の高い地域においては、早期に老朽化・耐震対策を行っ

ていく。 
・既存の施設については、耐震補強や液状化対策について順次対応していく。また、施設

機能の適切な保持を図るため、老朽化等により再整備が必要な施設については、維持補

修・更新を行うことにより耐久性の向上防護機能の確保を図る。 
・津波に対する海岸保全施設等の整備にあたっては、住民等の生命・財産の保護や地域の

経済活動を安定化させるため、比較的発生頻度の高い（数十年から百数十年に一度程度）

一定程度の津波高に対して内陸への浸入を防ぐとともに、設計対象の津波高を超えた場

合でも施設の効果が粘り強く発揮できる構造の導入を図る。 
また、予想される被害の想定等に関する調査・検討を推進し、自然現象は、想定を超え

る可能性があることを十分に認識し、関係機関が連携し、継続的かつ定期的に、その周

知を図ると共に、地域における避難体制の拡充・安全情報伝達などの津波対策を支援し

ていく。 
・今後、自然の砂浜なども海岸保全施設と認められるようになるため、これらの防護面に

おける活用を検討していく。 
・周辺の環境や景観との調和、及び海洋性レクリエーション利用等との調和を図るため、

海岸保全施設の整備にあたっては、親水性に配慮した施設や柔構造を有する施設などの

新技術の導入について、今後検討していく。 
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第２編　海岸保全施設の整備に関する基本的な事項
　 ２．整備計画

各地区における整備計画は、海岸の現況特性、及び地元市町や地域住民の意向等を踏

まえ策定した。 

図-2.1 に東京湾沿岸における海岸保全区域および海岸保全予定区域の一覧を示し、

表-2.1 には海岸の現況特性の一覧を示す。 
また、表-2.2(1)～表-2.2(6)および平面図においては、整備計画として、施設の整

備方針、施設の種類・規模、配置等を示す。なお、必要に応じて適宜、整備計画の見

直しは行われるものとする。 

また、新規事業については、地域の意向や特性に応じた、きめこまやかな海岸づく

りを推進していくために、海岸の地形変化や保全対策に関する最新の調査・研究及び

技術開発を踏まえながら、市町や海岸に関係する地域団体および地域住民などからな

る「魅力ある海岸づくり会議(仮称)」の創設を図ることが望ましい。また、施設整備

の実施に向けては、本基本計画で定めた「海岸保全施設の整備に関する基本的な事項」

を基本とし、「魅力ある海岸づくり会議(仮称)」において意見を聴くなどして整備を

推進するものとする。 

 各地区における整備計画は、海岸の現況特性、及び地元市町や地域住民の意向等を

踏まえ策定した。 

図-2.1 に東京湾沿岸における海岸保全区域および海岸保全予定区域の一覧を示し、

表-2.1には海岸の現況特性の一覧を示す。 
また、表-2.2(1)～表-2.2(69)および平面図においては、整備計画として、施設の整

備方針、施設の種類・規模、配置、維持又は修繕の方法等を示す。なお、必要に応じ

て適宜、整備計画の見直しは行われるものとする。 

 

(1) 海岸保全施設の新設又は改良 

また、海岸保全施設を新設又は改良する場合新規事業については、地域の意向や特

性に応じた、きめこまやかな海岸づくりを推進していくために、海岸の地形変化や保

全対策に関する最新の調査・研究及び技術開発を踏まえながら、市町や海岸に関係す

る地域団体および地域住民などからなる「魅力ある海岸づくり会議(仮称)」の創設を

図ることが望ましい。また、施設整備の実施に向けては、本基本計画で定めた「海岸

保全施設の整備に関する基本的な事項」を基本とし、「魅力ある海岸づくり会議(仮称)」

において意見を聴くなどして整備を推進するものとする。 

 
(2) 海岸保全施設の維持又は修繕 

 海岸保全施設の維持又は修繕は、定期的に実施した巡視や点検結果に基づき、施設

の長寿命化を勘案し、背後地の状況や海岸利用を踏まえ、計画的かつ効率的に実施す

る。 

 なお、海岸保全施設の維持管理や海岸保全のための養浜については、点検や修繕の

履歴、モニタリングに関する分かりやすい記録の作成、引継ぎ（保存）が効果的、効

率的な事業の継続には不可欠であるため、これを適切に行う。 

各地区における整備計画は、海岸の現況特性、及び地元市町や地域住民の意向等を踏

まえ策定した。 

図-2.1 に東京湾沿岸における海岸保全区域および海岸保全予定区域の一覧を示し、

表-2.1 には海岸の現況特性の一覧を示す。 
また、表-2.2(1)～表-2.2(6)および平面図においては、整備計画として、施設の整

備方針、施設の種類・規模、配置等を示す。なお、必要に応じて適宜、整備計画の見

直しは行われるものとする。 

また、新規事業については、地域の意向や特性に応じた、きめこまやかな海岸づく
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を基本とし、「魅力ある海岸づくり会議(仮称)」において意見を聴くなどして整備を
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 各地区における整備計画は、海岸の現況特性、及び地元市町や地域住民の意向等を

踏まえ策定した。 

図-2.1 に東京湾沿岸における海岸保全区域および海岸保全予定区域の一覧を示し、

表-2.1には海岸の現況特性の一覧を示す。 
また、表-2.2(1)～表-2.2(69)および平面図においては、整備計画として、施設の整

備方針、施設の種類・規模、配置、維持又は修繕の方法等を示す。なお、必要に応じ

て適宜、整備計画の見直しは行われるものとする。 

 

(1) 海岸保全施設の新設又は改良 

また、海岸保全施設を新設又は改良する場合新規事業については、地域の意向や特

性に応じた、きめこまやかな海岸づくりを推進していくために、海岸の地形変化や保

全対策に関する最新の調査・研究及び技術開発を踏まえながら、市町や海岸に関係す

る地域団体および地域住民などからなる「魅力ある海岸づくり会議(仮称)」の創設を

図ることが望ましい。また、施設整備の実施に向けては、本基本計画で定めた「海岸

保全施設の整備に関する基本的な事項」を基本とし、「魅力ある海岸づくり会議(仮称)」

において意見を聴くなどして整備を推進するものとする。 

 
(2) 海岸保全施設の維持又は修繕 

 海岸保全施設の維持又は修繕は、定期的に実施した巡視や点検結果に基づき、施設

の長寿命化を勘案し、背後地の状況や海岸利用を踏まえ、計画的かつ効率的に実施す

る。 

 なお、海岸保全施設の維持管理や海岸保全のための養浜については、点検や修繕の

履歴、モニタリングに関する分かりやすい記録の作成、引継ぎ（保存）が効果的、効

率的な事業の継続には不可欠であるため、これを適切に行う。 

各地区における整備計画は、海岸の現況特性、及び地元市町や地域住民の意向等を踏

まえ策定した。 

図-2.1 に東京湾沿岸における海岸保全区域および海岸保全予定区域の一覧を示し、

表-2.1 には海岸の現況特性の一覧を示す。 
また、表-2.2(1)～表-2.2(6)および平面図においては、整備計画として、施設の整

備方針、施設の種類・規模、配置等を示す。なお、必要に応じて適宜、整備計画の見

直しは行われるものとする。 

また、新規事業については、地域の意向や特性に応じた、きめこまやかな海岸づく

りを推進していくために、海岸の地形変化や保全対策に関する最新の調査・研究及び

技術開発を踏まえながら、市町や海岸に関係する地域団体および地域住民などからな

る「魅力ある海岸づくり会議(仮称)」の創設を図ることが望ましい。また、施設整備

の実施に向けては、本基本計画で定めた「海岸保全施設の整備に関する基本的な事項」

を基本とし、「魅力ある海岸づくり会議(仮称)」において意見を聴くなどして整備を

推進するものとする。 

 各地区における整備計画は、海岸の現況特性、及び地元市町や地域住民の意向等を

踏まえ策定した。 

図-2.1 に東京湾沿岸における海岸保全区域および海岸保全予定区域の一覧を示し、

表-2.1には海岸の現況特性の一覧を示す。 
また、表-2.2(1)～表-2.2(69)および平面図においては、整備計画として、施設の整

備方針、施設の種類・規模、配置、維持又は修繕の方法等を示す。なお、必要に応じ

て適宜、整備計画の見直しは行われるものとする。 

 

(1) 海岸保全施設の新設又は改良 

また、海岸保全施設を新設又は改良する場合新規事業については、地域の意向や特

性に応じた、きめこまやかな海岸づくりを推進していくために、海岸の地形変化や保

全対策に関する最新の調査・研究及び技術開発を踏まえながら、市町や海岸に関係す

る地域団体および地域住民などからなる「魅力ある海岸づくり会議(仮称)」の創設を

図ることが望ましい。また、施設整備の実施に向けては、本基本計画で定めた「海岸

保全施設の整備に関する基本的な事項」を基本とし、「魅力ある海岸づくり会議(仮称)」

において意見を聴くなどして整備を推進するものとする。 

 
(2) 海岸保全施設の維持又は修繕 

 海岸保全施設の維持又は修繕は、定期的に実施した巡視や点検結果に基づき、施設

の長寿命化を勘案し、背後地の状況や海岸利用を踏まえ、計画的かつ効率的に実施す

る。 

 なお、海岸保全施設の維持管理や海岸保全のための養浜については、点検や修繕の

履歴、モニタリングに関する分かりやすい記録の作成、引継ぎ（保存）が効果的、効

率的な事業の継続には不可欠であるため、これを適切に行う。 



現行計画 【平成25年11月】 改定計画 【平成28年3月】 備考

P..2-11～2-19

第２編　海岸保全施設の整備に関する基本的な事項
　 ２．整備計画

海岸線延長
(m)

延長等 天端高（T.P.m) 延長等 天端高（T.P.m) 維持又は修繕の方法

1 栄の浦漁港 800 館山市（市） 水産庁 高潮・侵食
　自然海岸であり、背後には民家も存在する。
　今後、地域の実情に応じて、高潮・津波、侵食対策を実施していく。

堤防または開口部
処理

◎ - 一式 4.1 - 1

護岸 ◎ - L=220m -

堤防または開口部
処理

◎ -
一式

-

3 波左間漁港 1,727 館山市（市） 水産庁 高潮・侵食
　自然海岸であり、背後には集落も存在し、海水浴利用等への要請も高い。
今後、地域の実情に応じて、高潮・津波、侵食対策を実施していく。

堤防または開口部
処理

◎ - 一式 4.1 - 1

4 見物漁港 880 館山市（市） 水産庁 高潮・侵食
　自然海岸であり、背後には集落も存在し、海水浴利用等への要請も高い。
今後、地域の実情に応じて、高潮・津波、侵食対策を実施していく。

堤防または開口部
処理

◎ - 一式 4.1 - 1

護岸 ◎ L=740m 4.0 L=345m
　常時，異常時の巡視及び，原則として1回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，洗掘などの地形変化や施設の変状（基礎の
露出，ひび割れ，破損，沈下など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，長寿命化を図るなど，適切な老朽化対
策，施設の修繕を実施する。

開口部処理または
堤防工

◎ - －
一式

-

6 下原漁港 1,735 館山市（市） 水産庁 高潮・侵食
　自然海岸であり、背後には集落も存在するため、今後、地域の実情に応じ
て、高潮・津波、侵食対策を実施していく。

堤防または開口部
処理

◎ - 一式 4.1 - 1

護岸 ◎ L=470m 4.0 L=1880m
　常時，異常時の巡視及び，原則として1回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，洗掘などの地形変化や施設の変状（基礎の
露出，ひび割れ，破損，沈下など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，長寿命化を図るなど，適切な老朽化対
策，施設の修繕を実施する。

開口部処理または
堤防工

◎ - － 一式 -

離岸堤
◎ 1基 －

２基
-

　常時，異常時の巡視及び，原則として１回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，施設の変状（堤体の沈下，ブロックの移動，
散乱など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，適切な施設の修繕を実施する。

護岸 - L=60m 3.9 -
　常時，異常時の巡視及び，原則として1回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，洗掘などの地形変化や施設の変状（基礎の
露出，ひび割れ，破損，沈下など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，長寿命化を図るなど，適切な老朽化対
策，施設の修繕を実施する。

開口部処理または
堤防工

◎ - -
一式

突堤 - 1基 - - -
　常時，異常時の巡視及び，原則として１回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，施設の変状（堤体の沈下，ブロックの移動，
散乱など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，適切な施設の修繕を実施する。

養浜工 ◎ - - 一式 -

護岸 ○ L=1674m 3.9 一式 4.9
　常時，異常時の巡視及び，原則として1回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，洗掘などの地形変化や施設の変状（基礎の
露出，ひび割れ，破損，沈下など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，長寿命化を図るなど，適切な老朽化対
策，施設の修繕を実施する。

突堤 ○ ６基 - 一式 -
　常時，異常時の巡視及び，原則として１回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，施設の変状（堤体の沈下，ブロックの移動，
散乱など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，適切な施設の修繕を実施する。

養浜工 ◎ - - 一式 - -

護岸 ○ L=2000m 4.0 -
　常時，異常時の巡視及び，原則として1回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，洗掘などの地形変化や施設の変状（基礎の
露出，ひび割れ，破損，沈下など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，長寿命化を図るなど，適切な老朽化対
策，施設の修繕を実施する。

開口部処理または
堤防工

◎ - － 一式 -

突堤 L=77.5m － １基
　常時，異常時の巡視及び，原則として１回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，施設の変状（堤体の沈下，ブロックの移動，
散乱など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，適切な施設の修繕を実施する。

養浜工 ◎ - － 一式

地域海岸：同一の津波外力を設定しうると判断される一連の海岸線の区分。

海岸線延長：平成26年版海岸統計等による。

所管：水管理・国土保全局（国土交通省水管理・国土保全局）、港湾局（国土交通省港湾局）、農村振興局（農林水産省農村振興局）、水産庁（農林水産省水産庁）

種別：高潮には津波も含む。

高潮・侵食

　背後に市街地が拡がり、海水浴利用等への要請も高いため、高潮対策・侵
食対策を実施しており、今後は、地域の実情に応じて、津波対策を加え実施
していく。
また、引き続き、ハマヒルガオ等の海岸性植物への影響、漁業活動への影
響に十分配慮しながら事業を実施していく。

4

2

10 館山（那古地区） 2,000 館山市（県）

4.0
4.9

1

水管理・国土
保全局

高潮・侵食
環境

　背後に市街地が拡がり、海水浴利用等への要請も高いため、継続的に、高
潮対策・侵食対策を実施し、今後は、地域の実情に応じて、津波対策を加え
実施していく。なお、事業実施に際しては、沖合のアマモ場への影響、漁業活
動への影響、周辺景観との一体性に十分配慮する。

2

港湾局 侵食・高潮
　侵食傾向がみられる海岸であることから、今後も侵食対策を実施し、地域
の実情に応じて、高潮・津波対策を加え実施していく。
また、事業の実施に際しては、周辺の生物環境に十分配慮していく。

地
域
海
岸
⑥

8 館山港(大賀地区) 317 館山市（県）

9 館山港(館山地区) 館山市（県）6,947

4.1

　侵食傾向がみられる海岸であることから、今後、侵食対策を検討し、地域の
実情に応じて、高潮・津波対策を実施していく。
また、事業の実施に際しては、周辺の生物環境に十分配慮していく。

港湾局

1

1

7 館山(大賀地区) 2,350 館山市（県）
水管理・国土

保全局
高潮・侵食

　背後には集落も存在し、海水浴利用等への要請も高いため，今後、地域の
実情に応じて、高潮・津波、侵食対策を実施していく。
また、事業の実施に際しては、周辺の生物環境に十分配慮していく。

4.1

4.1 1

5 館山（西岬地区） 1,085 館山市（県）
水管理・国土

保全局
高潮・侵食

高潮・侵食
　自然海岸であり、背後には集落も存在し、海水浴利用等への要請も高い。
今後、地域の実情に応じて、高潮・津波、侵食対策を実施していく。

平面図

南
房
総
ゾ
ー

ン

地
域
海
岸
⑦

2 坂田漁港 752 館山市（市） 水産庁

規模
（平成27年度末）

規模
（計画）

種別 整備方針 種類

新設
「◎」
改良
「○」

表-2.2(1)　整備方針及び海岸保全施設の種類・規模等（その１）

ゾ
ー

ン
名

地
域
海
岸

番
号

海岸名・地区名等 市町村（管理者） 所管
海岸線延長

(m)
延長等 天端高（T.P.m) 延長等 天端高（T.P.m) 維持又は修繕の方法

1 栄の浦漁港 800 館山市（市） 水産庁 高潮・侵食
　自然海岸であり、背後には民家も存在する。
　今後、地域の実情に応じて、高潮・津波、侵食対策を実施していく。

堤防または開口部
処理

◎ - 一式 4.1 - 1

護岸 ◎ - L=220m -

堤防または開口部
処理

◎ -
一式

-

3 波左間漁港 1,727 館山市（市） 水産庁 高潮・侵食
　自然海岸であり、背後には集落も存在し、海水浴利用等への要請も高い。
今後、地域の実情に応じて、高潮・津波、侵食対策を実施していく。

堤防または開口部
処理

◎ - 一式 4.1 - 1

4 見物漁港 880 館山市（市） 水産庁 高潮・侵食
　自然海岸であり、背後には集落も存在し、海水浴利用等への要請も高い。
今後、地域の実情に応じて、高潮・津波、侵食対策を実施していく。

堤防または開口部
処理

◎ - 一式 4.1 - 1

護岸 ◎ L=740m 4.0 L=345m
　常時，異常時の巡視及び，原則として1回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，洗掘などの地形変化や施設の変状（基礎の
露出，ひび割れ，破損，沈下など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，長寿命化を図るなど，適切な老朽化対
策，施設の修繕を実施する。

開口部処理または
堤防工

◎ - －
一式

-

6 下原漁港 1,735 館山市（市） 水産庁 高潮・侵食
　自然海岸であり、背後には集落も存在するため、今後、地域の実情に応じ
て、高潮・津波、侵食対策を実施していく。

堤防または開口部
処理

◎ - 一式 4.1 - 1

護岸 ◎ L=470m 4.0 L=1880m
　常時，異常時の巡視及び，原則として1回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，洗掘などの地形変化や施設の変状（基礎の
露出，ひび割れ，破損，沈下など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，長寿命化を図るなど，適切な老朽化対
策，施設の修繕を実施する。

開口部処理または
堤防工

◎ - － 一式 -

離岸堤
◎ 1基 －

２基
-

　常時，異常時の巡視及び，原則として１回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，施設の変状（堤体の沈下，ブロックの移動，
散乱など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，適切な施設の修繕を実施する。

護岸 - L=60m 3.9 -
　常時，異常時の巡視及び，原則として1回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，洗掘などの地形変化や施設の変状（基礎の
露出，ひび割れ，破損，沈下など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，長寿命化を図るなど，適切な老朽化対
策，施設の修繕を実施する。

開口部処理または
堤防工

◎ - -
一式

突堤 - 1基 - - -
　常時，異常時の巡視及び，原則として１回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，施設の変状（堤体の沈下，ブロックの移動，
散乱など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，適切な施設の修繕を実施する。

養浜工 ◎ - - 一式 -

護岸 ○ L=1674m 3.9 一式 4.9
　常時，異常時の巡視及び，原則として1回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，洗掘などの地形変化や施設の変状（基礎の
露出，ひび割れ，破損，沈下など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，長寿命化を図るなど，適切な老朽化対
策，施設の修繕を実施する。

突堤 ○ ６基 - 一式 -
　常時，異常時の巡視及び，原則として１回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，施設の変状（堤体の沈下，ブロックの移動，
散乱など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，適切な施設の修繕を実施する。

養浜工 ◎ - - 一式 - -

護岸 ○ L=2000m 4.0 -
　常時，異常時の巡視及び，原則として1回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，洗掘などの地形変化や施設の変状（基礎の
露出，ひび割れ，破損，沈下など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，長寿命化を図るなど，適切な老朽化対
策，施設の修繕を実施する。

開口部処理または
堤防工

◎ - － 一式 -

突堤 L=77.5m － １基
　常時，異常時の巡視及び，原則として１回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，施設の変状（堤体の沈下，ブロックの移動，
散乱など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，適切な施設の修繕を実施する。

養浜工 ◎ - － 一式

地域海岸：同一の津波外力を設定しうると判断される一連の海岸線の区分。

海岸線延長：平成26年版海岸統計等による。

所管：水管理・国土保全局（国土交通省水管理・国土保全局）、港湾局（国土交通省港湾局）、農村振興局（農林水産省農村振興局）、水産庁（農林水産省水産庁）

種別：高潮には津波も含む。

高潮・侵食

　背後に市街地が拡がり、海水浴利用等への要請も高いため、高潮対策・侵
食対策を実施しており、今後は、地域の実情に応じて、津波対策を加え実施
していく。
また、引き続き、ハマヒルガオ等の海岸性植物への影響、漁業活動への影
響に十分配慮しながら事業を実施していく。

4

2

10 館山（那古地区） 2,000 館山市（県）

4.0
4.9

1

水管理・国土
保全局

高潮・侵食
環境

　背後に市街地が拡がり、海水浴利用等への要請も高いため、継続的に、高
潮対策・侵食対策を実施し、今後は、地域の実情に応じて、津波対策を加え
実施していく。なお、事業実施に際しては、沖合のアマモ場への影響、漁業活
動への影響、周辺景観との一体性に十分配慮する。
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港湾局 侵食・高潮
　侵食傾向がみられる海岸であることから、今後も侵食対策を実施し、地域
の実情に応じて、高潮・津波対策を加え実施していく。
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平面図

南
房
総
ゾ
ー

ン

地
域
海
岸
⑦

2 坂田漁港 752 館山市（市） 水産庁

規模
（平成27年度末）

規模
（計画）

種別 整備方針 種類

新設
「◎」
改良
「○」

表-2.2(1)　整備方針及び海岸保全施設の種類・規模等（その１）
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海岸名・地区名等 市町村（管理者） 所管

P..2-22～P2-44

開口部処理または
堤防工

◎ - － 一式 -

突堤 L=77.5m － １基
　常時，異常時の巡視及び，原則として１回/年の職員による目視点検及び1回/5年程度の定期点検を行い，施設の変状（堤体の沈下，ブロックの移動，
散乱など）について把握し，施設の劣化や周辺の状況に応じて，所要の応急措置を講じ，適切な施設の修繕を実施する。

養浜工 ◎ - － 一式

地域海岸：同一の津波外力を設定しうると判断される一連の海岸線の区分。

海岸線延長：平成26年版海岸統計等による。

所管：水管理・国土保全局（国土交通省水管理・国土保全局）、港湾局（国土交通省港湾局）、農村振興局（農林水産省農村振興局）、水産庁（農林水産省水産庁）

種別：高潮には津波も含む。

高潮・侵食

　背後に市街地が拡がり、海水浴利用等への要請も高いため、高潮対策・侵
食対策を実施しており、今後は、地域の実情に応じて、津波対策を加え実施
していく。
また、引き続き、ハマヒルガオ等の海岸性植物への影響、漁業活動への影
響に十分配慮しながら事業を実施していく。
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